
評価結果一覧 【清里区  関連事業抜粋版】

93
清里コミュニティプ
ラザ管理運営費

・上越市コミュニティプラザ条例に基づき、コミュ
ニティプラザの適切な維持管理及び運営を行
う。

自治・地域
振興課

見直し R2

・総合事務所では、時間外の戸籍届等の受付件数
が少数であり、一律に時間外受付を開設する必要
性は低いことから、申請等の受付状況に応じて令和
2年度から時間外受付の体制を見直す。

110
清里区地域振興
事業

・市民活動団体等が実施する事業に対し、補助
等により支援を行う。

自治・地域
振興課

見直し R2
・地域振興事業について、事業内容や地域間の均
衡等を考慮し、令和2年度末までに補助の見直しを
検討する。

206
清里区スクールバ
ス等運行事業

・公共交通等の利用が困難な地域から遠距離
通学する区内の児童生徒の通学手段及び安全
の確保を図るため、登下校時にスクールバスを
運行する。

学校教育課 見直し R3
・令和元年度に策定する総合公共交通計画に基づ
き、令和3年度からスクールバスの運行形態を変更
する。

内容区分

評価結果又は取組結果
№ 事業名 事業概要 課等名

年度
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令和 1年 12 月 4日 

 

清里区地域協議会 

会長 笹 川 幹 男  様 

 

 

清里区総合事務所長 上田 勇栄 

 

 

 

 

 

清里区に係る令和 2年度の地域活動支援事業の採択方針案の 

協議について（依頼） 

 

 

 標記の件について、清里区に係る採択方針について地域協議会として案を取りまとめ

いただくようお願いします。 
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清里区に係る令和２年度地域活動支援事業の採択方針案等について 

 

１ 地域活動支援事業の目的 

  身近な地域における課題解決や地域の活力を向上するため、住民の自発的・主体的な地域活

動を推進する。 

 

２ 清里区の採択方針 

《優先して採択する事業》 

  清里区の地域課題の解決や地域の活性化に取り組む活動を支援する。「私たちの地域を、もっ

と住みやすくする」ために、地域住民等が自主的・主体的に取り組む、新規性・発展性のある

事業を優先して採択する。 

 (1) 地域の健康福祉、青少年の健全育成を図る事業 

 (2) 地域の歴史文化、スポーツ活動を図る事業 

 (3) 地域の環境改善、景観づくり、自然環境保全を図る事業 

 (4) 地域資源を活かした地域振興及び地域を担う人づくりを図る事業 

 (5) 地域の安全・安心を図る事業 

《その他の事業》 

 優先して採択する事業以外に、地域の課題を主体的に捉え、広く地域の活性化につながる事業 

 

３ 審査項目 

項  目 内  容 採点方法 
審査の 
方法 

ア 基本審査 
提案事業が「地域活動支
援事業の目的と合致して
いるか」を確認する。 

・審査する委員の過半数が、「不適合」と
した場合は不採択とする。 

適否を 
確認 

イ 採択方針審査 

提案事業が「優先して採
択する事業、その他の事
業」に該当するかどうか」
を確認する。 

・審査する委員の過半数が、「不適合」と
した場合は不採択とする。 

適否を 
確認 

ウ 共通審査 

提案事業が「共通審査項
目の審査基準を満たして
いるか」を視点に採点す
る。 

・各項目それぞれ 5点満点とし、傾斜配
点はしない。 

・採点の目安（5点「優れている」・4点
「やや優れている」・3点「普通」・2点
「やや劣っている」・1 点「劣ってい
る」）とする。 

・審査する委員全員の合計点の平均点
が、15 点未満の場合は不採択とする。 

各項目を
5 点満点
で採点 

［共通審査］ 

審査項目 審 査 の 視 点 配点 

①公益性 

・提案事業の成果が広く地域に還元されるものか。 

・補助金を充てて購入した物品や修繕した施設等が、長く地域で活
用される見込みがあるか。 

・全市的な方向性と合致しているか。 

・提案者以外の市民や団体等に不利益を与えるものではないか。 

5 点 

②必要性 

・地域の課題解決や活力向上に効果が見込まれる取組であるか。 

・地域の実情や住民要望に対応したものか。 

・緊急性の高い提案事業であるか。 

・ほかの方法で代替できないものであるか。 

・補助金を充てる経費が、提案事業を実施する上で不可欠なもので
あり、その規模も必要な限度となっているか。 

5 点 

資料 4-1 

 



- 2 - 

 

③実現性 
・目標（達成すべきこと）や事業内容が明確なものか。 

・関係者との合意形成や組織内部での実施態勢が整っているか。 

・資金調達の規模や時期に無理はないか。 
5 点 

④参加性 
・提案事業の実施に当たり、提案者に限らず多くの住民等の参加が
期待できるものか。 

5 点 

⑤発展性 
・新しい発想が感じられる取組や、先進的な取組であるか。 
・事業の終了後における自立性や発展性は期待できるか。 
・提案団体に、信頼性や将来性はあるか。 

5 点 

合    計 25 点 

 

４ 補助率等に関する事項 

（１）補助率 

  ・補助率は、補助対象経費の 100％以内とし、審査の結果、申請金額の減額や補助率を引き下

げる場合がある。なお、備品購入を行う場合は、レンタル等で導入費用を節減できない理

由や、後年度の活用予定、管理体制を明確にした任意の書類を申請時に添付する。 

（２）補助金額の上限及び下限 

  ・補助金額は 1件 5万円以上とする。ただし、千円未満を切り捨てた額とする。 

 

５ 審査方法及び採択基準等 

・書類審査のほか、プレゼンテーションを原則として行う。 

（１）審査の流れ 

   ①書類審査 

   ②提案者によるプレゼンテーション 

   ③採点表の記入 

・各委員（無記名）は、評価結果を採点票に記入する。 

④採択事業の決定 

・地域協議会は、採択すべき事業において、採択の条件や事業の執行上配慮すべきに点つ

いて意見を取りまとめる。また、採択すべきでない事業において、採択しない理由につ

いての意見を取りまとめる。 

（２）採択基準 

・基本審査、採択方針の審査は、地域活動支援事業の目的、清里区の採択方針それぞれにつ

いて、審査する委員の過半数が「不適合」とした場合は不採択とする。 

・共通審査基準は、各項目それぞれ 5点満点とし、傾斜配点はしない。 

・共通審査基準を審査する委員全員の評点の平均点が１５点未満の場合は不採択とし、補助

金の上限額については、１５点が９０／１００、１６点が９２／１００、１７点が９４／

１００、１８点が９６／１００、１９点が９８／１００、２０点以上が１００／１００の

補助率を補助金希望額に乗じた額とする。 

・採択すべき事業及び補助金額は、清里区への配分額の範囲内で共通審査基準の評点の高い

ものから順に採択する。なお、配分額を超過した場合は、評点の最も低い事業から順に補

助額を調整するものとする。 
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６ 日 程（予定） 

(1) 令和 2年度採択方針案の協議(依頼)  12 月 4 日(水) 総合事務所長から地域協議会長 

(2) 採択方針案協議、決定         1 月 23 日(木) 第 9回地域協議会 

(3) 採択方針案(報告)             〃      地域協議会長から総合事務所長 

(4) 採択方針決定                 1 月 23 日(木) 市(総合事務所長) 

(5) 令和元年度事業概要説明           2 月 28 日(金) 町内会長連絡協議会総会 

(6) 事前相談                 3 月１日(日)～3月 31 日(火) 

※相談日時を事務局に事前連絡 

(7) 事前相談の状況報告          3 月 6 日(水) 第 11 回地域協議会 

(8) 提案書受付             4 月 1 日(水)～4 月 27 日（月） 

                           ※提出日時を事務局に事前連絡 

【参考 R1年度】 

(1) 令和元年度採択方針案の協議(依頼) 

12 月 4 日(火) 総合事務所長から地域協議会長 

(2) 採択方針案協議          12 月 18 日(火) 第 7回地域協議会 

(3) 採択方針案決定                 1 月 22 日(火) 第 8 回地域協議会 

(4) 採択方針案(報告)         1 月 22 日(火) 地域協議会長から総合事務所長 

(5) 平成 31 年度採択方針決定           〃   市(総合事務所長) 

(6) 平成 31 年度事業概要説明     3 月 1 日(金) 町内会長連絡協議会総会 

(7) 事前相談            3 月 1 日(金)～3 月 31 日(日) 

(8) 事前相談状況報告        3 月 15 日(金) 第 9回地域協議会 

(9) 募集               4 月 1 日(月)～4 月 26 日(金) 

(10) 採択事業の審査(依頼)       4 月 8 日(水) 総合事務所長から地域協議会長 

(11) 提案状況報告          4 月 26 日(金) 平成 31 年度第 1回地域協議会 

(12) 審査(プレゼンテーション)    5 月 20 日(月) 第 2 回地域協議会 

(13) 採点票を事務局に提出      5 月 22 日(水) 委員から事務局へ 

(14) 審査(採択事業の決定)        5 月 27 日(月) 第 3 回地域協議会 

(15) 審査の結果(報告)        5 月 27 日(月) 地域協議会長から総合事務所長 

(16) 採択事業等の決定           〃     市(総合事務所長) 

(17) 採択結果通知及び交付申請依頼  5 月 29 日(水) 総合事務所から事業提案者 
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令和２年度清里区の採択方針案 

清里区の地域課題の解決や地域の活性化に取り組む活動を支援する。 
「私たちの地域を、もっと住みやすくする」ために、地域住民等が自主的・主体的に取り組
む、新規性・発展性のある事業を優先して採択する。 
 

１ 地域活動支援事業の目的 
身近な地域における課題解決や地域の活力向上に向け、住民の自発的・主体的な地域 

活動を推進する。 
 
２ 優先して採択する事業 

(1) 地域の健康福祉・青少年の健全育成を図る事業 

(2) 地域の歴史文化・スポーツ活動を図る事業 

(3) 地域の環境改善、景観づくり、自然環境保全を図る事業 

(4) 地域の資源を活かした地域振興及び地域を担う人づくりを図る事業 

(5) 地域の安全・安心を図る事業 

３ その他の事業 
優先して採択する事業以外に、地域の課題を主体的に捉え、広く地域の活性化につなが

る事業 

【運用方法案】 

１ 補助率・補助限度額等 

(1) 補助率は、補助対象経費の１００/１００以内とし、審査の結果、申請金額の減額や補

助率を引き下げる場合がある。 

(2) 備品購入を行う場合は、レンタル等で導入費用を節減できない理由や後年度の活用予

定、管理体制を明確にした任意の書類を申請時に添付する。 

(3) 補助金額は１件５万円以上とする。ただし、千円未満を切り捨てた額とする。 

 

２ 事前相談期間（予定） 

令和２年３月１日（日）から３月３１日（火）（土日・祝日を除く）※相談日時の事前連絡 

 

３ 募集期間（予定） 

令和２年４月１日（水）から４月２７日（月）（土日を除く）※提案書提出日時の事前連絡 

 

４ 審査方法及び採択基準等 

(1) 書類審査のほか、プレゼンテーションを原則として行う。 

(2) 基本審査、採択方針の審査は、地域活動支援事業の目的、清里区の採択方針それぞれに

ついて、審査する委員の過半数が「不適合」とした場合は不採択とする。 

(3) 共通審査基準は、各項目それぞれ 5点満点とし、傾斜配点はしない。 

(4) 共通審査基準を審査する委員全員の評点の平均点が１５点未満の場合は不採択とし、 

補助金の上限額については、１５点が９０／１００、１６点が９２／１００、１７点が

９４／１００、１８点が９６／１００、１９点が９８／１００、２０点以上が１００／

１００の補助率を補助金希望額に乗じた額とする。 

(5) 採択すべき事業及び補助金額は、清里区への配分額の範囲内で共通審査基準の評点の 

高いものから順に採択する。なお、配分額を超過した場合は、評点の最も低い事業から  

順に補助額を調整するものとする。 



1次募集 2次募集 構成比率 1次募集 2次募集 3次募集 構成比率 1次募集 構成比率 1次募集 構成比率

100% 25

96% 24

92% 23

88% 22

84% 21 1 1 1 1 1 1 3

80% 20 4 1 2 1 1

76% 19 98% 2 1 4 1 1 5 2

72% 18 96% 1 1 1

68% 17 94% 1

64% 16 92%

60% 15 90% 1

56% 14
52% 13
48% 12
44% 11
40% 10
36% 9
32% 8
28% 7
24% 6
20% 5
16% 4
12% 3
8% 2
4% 1
0% 0

全8事業

過去4年分のデータ

補助率

50%

38%

13%

不採択 不採択

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１

全9事業全12事業

70%

0%

58%

全10事業

不採択不採択

0%

不採択

地域活動支援事業における採点結果分布表

得　 点
取得率

平均
得点

不採択 不採択

100%

0%

不採択

30%

22%42%

不採択 不採択 不採択 不採択

78%


